
３者がＤＸで講演
スマート推進協

１月日　Ｗｅｂで開催

親子野球教室開く
愛知時計電機

中日ＯＢ３氏が熱烈指導

〝ＤＸ導入の成功には〟
ＣＷＣ

山村教授が多くの示唆

山田理事長山村教授

冊
子
を
制
作
し
寄
贈

飯
塚
市
へ
　

水
害
と

周
年
で

第一環境

（左から）柳井所長、桑原教育長、
石田管理者、山中支店長

冊
子
未
来
に
つ
な
ぐ
水
害
の
歴
史
の
表
紙

新
中
計
の
骨
子
公
表

２
戦
略
の
も
と
成
長
継
続

日水コン

（左から）彦野氏、川又氏、野口氏
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日
水
コ
ン
︵
中
西
新
二
社
長
︶
は

日

令
和
８


年
を
対
象
と
す
る
同
社
グ
ル

プ
の
新
た
な
中
期
経
営
計
画

﹁
日
水
コ
ン
グ
ル

プ
ビ
ジ

ン
２
０
３
０
﹂
の
骨
子
と
な
る
概
要
版
を
公
表
し
た

国
土
強
靱
化
を
背
景
に
既
存
領

域
を
着
実
に
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
へ
の
対
応
や
事
業
領
域
の
拡
張
で
さ
ら
な
る
成
長
を
追
求
し


令
和

年
に
グ
ル

プ
連
結
売
上
高
３
０
０
億
円︵
今
年

月
期
連
結
予
想

２
４
７
億
円
︶
Ｒ
Ｏ
Ｅ

％

グ
ル


プ
連
結
営
業
利
益

億
円
を
目
指
す

グ
ル

プ
従
業
員
数
も
約
７
２
０
人
か
ら
９
０
０
人
へ
と
増
強
を
図
る
︵
同
社

単
体
で
は
約
６
６
０
人
↓
７
７
０
人
︶
同
ビ
ジ

ン
の
詳
細
版
は

来
年
２
月
下
旬
に
公
表
予
定


　
第
一
環
境
は
こ
の
ほ
ど


冊
子
﹁
飯
塚
市
水
道
１
０
０

周
年
記
念
　
未
来
へ
つ
な
ぐ

水
害
の
歴
史
﹂
を
制
作
し



月

日
に
飯
塚
市
へ
寄
贈

し
た

同
日

同
市
市
役
所

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た


　
平
成

年
７
月
に
発
生
し

た
大
水
害
は

九
州
地
方
各

地
で
大
き
な
被
害
を
引
き
起

こ
し
た
同
市
に
お
い
て
も


国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る﹁
嘉
穂
劇
場
﹂を
は
じ
め


郵
便
局
や
図
書
館
な
ど
が
浸

水
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た


　
こ
の
水
害
か
ら

年
以
上

が
経
過
し

当
時
の
記
憶
や

危
機
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

中

同
社
の
飯
塚
事
務
所
は

水
害
の
記
録
を
継
承
し
よ
う

と
﹁
未
来
に
つ
な
ぐ
水
害
の

歴
史
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
を
発

足
さ
せ
た


　
同
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
活
動

を
展
開
す
る
中

事
務
所
の

と
あ
る
社
員
の
子
供
が

祖

母
か
ら
聴
き
取

た
水
害
の

教
訓
に
関
し
て
ま
と
め
た
作

文
を
見
て

そ
の
想
い
に
心

を
動
か
さ
れ

同
様
の
作
文

を
収
録
し
た
冊
子
を
作
る
こ

と
を
決
め
た
と
同
事
務
所
の

柳
井
里
美
所
長
は
話
す


　
同
冊
子
に
は

市
内
の
小

学
校
４

６
年
生

約

人

の
作
文
が
収
録
さ
れ
て
い

る


　
ま
た

同
事
務
所
の
社
員

が
国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川

事
務
所
や
市
の
防
災
安
全

課

飯
塚
地
区
消
防
本
部
や

郵
便
局

小
学
校
等
で
聴
き

取
り
を
行
い

そ
の
内
容
を

児
童
に
も
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
る


　
昨
年
で
水
害
か
ら

年
と

な

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
開

催
さ
れ
た
﹁
遠
賀
川
流
域
治

水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
向
け
に

同
事
務
所
が
児
童
を
対
象
と

し
た
流
域
治
水
の
資
料
を
作

成
し
て
お
り

そ
の
資
料
も

掲
載
さ
れ
て
い
る


　
同
市
企
業
局
の
石
田
愼
二

企
業
管
理
者
の
あ
い
さ
つ


飯
塚
市
水
道
１
０
０
年
の
歴

史

飯
塚
市
の
水
源
も
掲
載

さ
れ
て
い
る


　
表
紙
・
裏
表
紙
は

飯
塚

小
学
校
の
６
年
生
が
描
い
た

遠
賀
川
の
風
景
の
絵
が
用
い

ら
れ
て
い
る


　
同
市
の
水
道
事
業
は

今

月
１
日
で
給
水
開
始
か
ら
１

０
０
周
年
を
迎
え
た


　
こ
れ
に
先
立
ち
開
催
さ
れ

た
冊
子
の
贈
呈
式
で
は

石

田
管
理
者

桑
原
昭
佳
教
育

長
が
同
社
の
山
中
義
博
九
州

・
沖
縄
支
店
長
か
ら
冊
子
を

受
け
取

た


　
中
部
ウ


タ

ク
ラ
ブ

︵
Ｃ
Ｗ
Ｃ

山
田
雅
雄
理
事

長
︶は

月

日
名
古
屋
市

内
で
講
演
会
を
開
催
し
た


中
央
大
学
理
工
学
部
の
山
村

寛
教
授
が
﹁
Ｄ
Ｘ
で
創
る
次

世
代
の
上
下
水
道
﹂と
題
し


Ｄ
Ｘ
を
失
敗
せ
ず
に
導
入
す

る
た
め
の
観
点
な
ど

講
演

で
多
く
の
重
要
な
内
容
を
紹

介
し
た


　
冒
頭

山
田
理
事
長
は


今
回
の
講
演
テ

マ
で
あ
る

上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
に
関
し


﹁
他
分
野
と
比
較
す
る
と
上

下
水
道
分
野
は
Ｄ
Ｘ
導
入
の

遅
れ
が
見
ら
れ
る
中

業
務

効
率
化
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活

用

施
設
・
管
路
情
報
の
デ


タ
ベ

ス
化
と
更
新
事
業

へ
の
活
用
が
重
要
﹂
と
強
調

し
た


　
山
村
教
授
は

上
下
水
道

Ｄ
Ｘ
の
キ

ポ
イ
ン
ト
と
し

て

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・

情
報
・
時
間
と
い

た
資
源

の
最
大
化
へ
の
活
用
を
挙
げ

た

そ
の
中
で
も
特
に


﹁
老
朽
化
・
人
口
減
少
・
イ

ン
フ
レ
と
い

た
課
題
は


時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
加

速
度
的
に
悪
化
す
る
逆
に


早
く
取
り
組
め
ば
取
り
組
む

ほ
ど
影
響
を
小
さ
く
で
き

る
﹂
と

時
間
と
い
う
資
源

の
重
要
性
を
強
調
し
た


　
広
域
化
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
は

事
業
体
同
士
で
資
源

を
補
い
合
う
の
が
﹁
広
域

化
﹂
民
間
の
資
源
を
活
用

す
る
の
が
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹂
で
あ

り

そ
の
二
つ
を
つ
な
い
で

効
率
化
さ
せ
る
の
が﹁
Ｄ
Ｘ
﹂

と
話
し

﹁
Ｄ
Ｘ
自
体
は
目

的
で
は
な
く

広
域
化
と
Ｐ

Ｐ
Ｐ
を
支
え
る
ツ

ル
で
あ

り

こ
れ
を
取
り
違
え
て
し

ま
う
と
﹃
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
﹄

は
失
敗
し
て
し
ま
う
﹂
と
警

告
し
た


　
ま
た

上
下
水
道
の
﹁
Ｄ

Ｘ
﹂
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ


メ

シ

ン
で
は

な
く
コ
ネ
ク
シ

ン︵
接
続
︶

を
目
指
す
と
い
う
﹁
ド
ラ
イ

ブ
・
コ
ネ
ク
シ

ン
﹂
だ
と

考
え
る
こ
と
で

よ
り
目
的

が
明
確
に
な
る
と
話
し
た


そ
の
上
で

外
部
と
接
続
で

き
な
い
独
自
仕
様

デ

タ

の
出
口
が
な
い
閉
じ
た
シ
ス

テ
ム
等
は
Ｄ
Ｘ
に
反
す
る
こ

と

農
業
・
林
業
・
漁
業
・

気
象
と
い

た

従
来

上

下
水
道
と
は
あ
ま
り
つ
な
が


て
い
な
か

た
領
域
と
接

続
す
る
こ
と
で

新
た
な
価

値
が
生
ま
れ
る
と
し
た


　
管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
関

し
て
は

シ
ス
テ
ム
を
導
入

済
み
だ
が
標
準
仕
様
に
定
め

る
項
目
を
管
理
し
て
い
な
い

団
体
が
多
く
存
在
し
て
い
る

が

そ
う
し
た
団
体
で
は
シ

ス
テ
ム
改
修
時
に
膨
大
な
時

間
と
費
用
が
必
要
に
な
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た

ま
た


全
国
で
３

４
割
の
団
体
が

台
帳
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ


タ
出
力
が
で
き
な
い
が

こ

れ
は
将
来
的
な
広
域
化
の
推

進
の
面
で
も

災
害
対
応
時

の
迅
速
な
調
査
の
面
で
も
支

障
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た


　
従
来
の
Ｄ
Ｘ
導
入
の
失
敗

事
例
を
も
と
に
取
り
ま
と
め

た

導
入
時
に
事
業
体
側
で

必
要
と
な
る
観
点
と
し
て


明
確
な
課
題
解
決
へ
の
目
標

設
定︵
省
エ
ネ
漏
水
削
減


品
質
向
上
な
ど
︶
と
そ
れ
に

対
す
る
具
体
的
Ｋ
Ｐ
Ｉ
や
実

現
可
能
な
ロ

ド
マ

プ
な

ど
を
立
案
す
る
必
要
性
を
強

調
し
た


　
ス
マ

ト
水
道
推
進
協
会

︵
坂
本
弘
道
会
長
︶
は
１
月


日

Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
で
﹁
第


回
特
別
講
習
会
﹂
を
開
催

す
る

日
本
水
道
工
業
団
体

連
合
会
が
後
援

参
加
費
は

無
料

現
在

参
加
者
を
募

集
し
て
い
る


　
詳
細
は
次
の
通
り


　
︻
日
時
︼
令
和
８
年
１
月


日
　

時


時

分

　
︻
開
催
方
法
︼
Ｗ
ｅ
ｂ
方

式
︵
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ

　
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
︶︵
先
着
１

５
０
人
︶

　
︻
プ
ロ
グ
ラ
ム
︼
▽
﹁
水

道
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
戦

略
実
践
今
後
の
可
能
性
﹂

中
央
大
学
理
工
学
部
人
間
総

合
理
工
学
科
・
山
村
寛
教
授

▽
﹁
大
阪
市
に
お
け
る
水
道

ス
マ

ト
メ

タ

導
入
に

向
け
た
取
り
組
み
﹂
大
阪
市

水
道
局
総
務
部
Ｄ
Ｘ
推
進
課

・
細
田
総
司
担
当
係
長
︿
Ｂ

Ｐ
Ｒ
﹀
▽
﹁
都
市
ガ
ス
事
業

の
Ｄ
Ｘ
を
担
う
ガ
ス
ス
マ


ト
メ

タ

の
開
発
と
導

入
﹂
東
京
ガ
ス
ネ

ト
ワ


ク
ス
マ

ト
メ

タ

推
進

部
ス
マ

ト
メ

タ

技
術

グ
ル

プ
・
川
田
拓
也
マ
ネ


ジ



　
︻
申
し
込
み
締
め
切
り
︼

１
月

日

　
︻
申
し
込
み
方
法
︼
協
会

Ｈ
Ｐ︵https://www.sm

a
rtwater.or.jp/report/2
025/post-19.htm

l

︶
の
入

力
フ


ム
に
必
要
事
項
を

入
力
し
て
送
信

　
︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
ス
マ


ト
水
道
推
進
協
会
　
横
井

氏︵
Ｅ
メ

ルinfo@sm

ar
twater.or.jp

　
電
話
０
３


６
３
２
８

２
９
５
０
︶

　
愛
知
時
計
電
機
は

月


日

名
古
屋
市
の
﹁
熱
田
　

愛
知
時
計
１
２
０
ス
タ
ジ
ア

ム
﹂
で
﹁
親
子
ふ
れ
あ
い
キ



チ
ボ

ル
教
室
﹂
を
開

催

親
子

組
１
６
０
人
が

参
加
し
た


　
当
日
は

中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
の
元
野
手
の
川
又
米
利

氏

彦
野
利
勝
氏

お
よ
び

元
投
手
の
野
口
茂
樹
氏
が
講

師
と
な
り

３
人
の
講
師
が

秋
晴
れ
の
中

児
童
ら
に
キ



チ
ボ

ル
を
熱
心
に
指

導

ボ

ル
の
握
り
方
か
ら

投
げ
方
な
ど
に
つ
い
て

元

プ
ロ
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受

け
た
児
童
ら
は

そ
の
指
導

を
生
か
し

親
子
で
キ



チ
ボ

ル
に
い
そ
し
ん
だ


　
参
加
者
か
ら
は
﹁
元
プ
ロ

の
皆
さ
ん
に
直
接
指
導
し
て

い
た
だ
き
最
高

！
﹂﹁
元
選
手
の

ご
指
導
の
お
か
げ

で

子
ど
も
の
投

球
が
う
ま
く
な


た
﹂
等
の
感
想
が

上
が

た


　
同
社
で
は


﹁
今
後
も
地
域
の

皆
さ
ま
に
親
し
み

を
持

て
い
た
だ

け
る
地
域
貢
献
に

努
め
る
﹂
と
し
て

い
る


　
荏
原
実
業︵
１
月
１
日
付
︶

　
︻
組
織
変
更
︼
環
境
設
備

本
部
フ

シ
リ
テ

営
業
部

を﹁
環
境
設
備
工
事
営
業
部
﹂

に
改
称

　
︻
人
事
異
動
︼
環
境
設
備

本
部
環
境
設
備
工
事
営
業
部

長
︵
環
境
設
備
本
部
環
境
設

備
営
業
２
部
課
長
︶
菅
正
和

▽
蓄
電
池
事
業
部
長
兼
営
業

部
長
︵
蓄
電
池
事
業
部
営
業

部
課
長
︶
岩
﨑
祐
介
▽
管
理

本
部
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
推
進
室

長
︵
管
理
本
部
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
推
進
室
課
長
︶
岩
﨑
翼

　
日
水
コ
ン

　
︻
組
織
変
更
︼
︵
４
月
１

日
付
︶

　
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
部
の
Ｄ
Ｘ
イ
ノ
ベ

シ


ン
事
業
部
を
コ
ン
サ
ル
テ


ン
グ
本
部
に
統
合
し
﹁
技
術

統
括
本
部
﹂
と
し
て
再
編
▽

同
本
部
の
イ
ン
キ

ベ

シ


ン
事
業
部
を
中
央
研
究
所

と
と
も
に
社
長
直
下
の
﹁
Ｒ

＆
Ｄ
統
括
部
﹂
と
し
て
再
編

し

国
内
事
業
戦
略
部
を

﹁
国
内
事
業
開
発
部
﹂
に


海
外
事
業
戦
略
部
を
﹁
海
外

事
業
開
発
部
﹂
に

中
央
研

究
所
を
﹁
研
究
開
発
部
﹂
に

改
称

　
︻
人
事
異
動
︼
︵
１
月
１

日
付
︶

　
専
務
執
行
役
員
コ

ポ
レ


ト
本
部
管
掌
兼
内
部
統
制

統
括
部
長
︵
専
務
執
行
役
員

コ

ポ
レ

ト
本
部
長
兼
内

部
統
制
統
括
部
長
︶
小
石
川

信
昭
▽
執
行
役
員
コ

ポ
レ


ト
本
部
長
兼
経
営
企
画
部

長
︵
執
行
役
員
コ

ポ
レ


ト
本
部
副
本
部
長
兼
経
営
企

画
部
長
︶
佐
藤
慎
一
▽
執
行

役
員
地
域
統
括
本
部
海
外
統

括
部
長
︵
地
域
統
括
本
部
海

外
統
括
部
審
議
役
︶
稲
田
和

男
▽
執
行
役
員
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部
長
兼
イ
ン

キ

ベ

シ

ン
事
業
部
長

︵
執
行
役
員
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
本
部
イ
ン
キ

ベ


シ

ン
事
業
部
長
︶
福
原

勝
▽
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
本
部
シ
ニ
ア
パ

ト
ナ


兼
中
央
研
究
所
長
︵
常
務
執

行
役
員
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
本
部
長
兼
中
央
研
究
所

長
︶
野
村
恭
悟
︿
役
員
退
任

は

月

日
付
﹀
▽
地
域
統

括
本
部
海
外
統
括
部
シ
ニ
ア

パ

ト
ナ

︵
執
行
役
員
地

域
統
括
本
部
海
外
統
括
部

長
︶
堂
道
雅
治
︿
同
﹀

　

退
任

椙
道
夫
︵
執
行

役
員
︿
社
長
特
命
担
当
﹀
︶

　
　
　
︵
３
月

日
予
定
︶

　
専
務
執
行
役
員
コ

ポ
レ


ト
本
部
管
掌
兼
内
部
統
制

統
括
部
長
︵
取
締
役
専
務
執

行
役
員
コ

ポ
レ

ト
本
部

管
掌
兼
内
部
統
制
統
括
部

長
︶
小
石
川
信
昭

　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
取
締
役
常
務
執
行
役
員
技

術
統
括
本
部
長
︵
取
締
役
常

務
執
行
役
員
コ
ン
サ
ル
テ


ン
グ
本
部
長
︶
種
市
尚
仁
▽

執
行
役
員
技
術
統
括
本
部
副

本
部
長
︵
執
行
役
員
コ
ン
サ

ル
テ

ン
グ
本
部
副
本
部

長
︶
金
海
秀
紀
▽
執
行
役
員

技
術
統
括
本
部
水
道
事
業
部

長
︵
執
行
役
員
コ
ン
サ
ル
テ


ン
グ
本
部
水
道
事
業
部

長
︶
宮
本
勝
利
▽
執
行
役
員

技
術
統
括
本
部
下
水
道
事
業

部
長
︵
執
行
役
員
コ
ン
サ
ル

テ

ン
グ
本
部
下
水
道
事
業

部
長
︶
森
永
晃
司
▽
執
行
役

員
技
術
統
括
本
部
流
域
水
管

理
事
業
部
長
︵
執
行
役
員
コ

ン
サ
ル
テ

ン
グ
本
部
流
域

水
管
理
事
業
部
長
︶
山
本
誠

二
▽
執
行
役
員
技
術
統
括
本

部
建
築
事
業
部
長
︵
執
行
役

員
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
本
部

建
築
事
業
部
長
︶
増
田
多
門

▽
執
行
役
員
技
術
統
括
本
部

機
電
事
業
部
長
︵
執
行
役
員

コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
本
部
機

電
事
業
部
長
︶
池
田
健
志
▽

執
行
役
員
技
術
統
括
本
部
海

外
事
業
部
長
︵
執
行
役
員
コ

ン
サ
ル
テ

ン
グ
本
部
海
外

事
業
部
長
︶
赤
坂
和
俊
▽
執

行
役
員
技
術
統
括
本
部
Ｄ
Ｘ

イ
ノ
ベ

シ

ン
事
業
部
長

兼
ソ
リ


シ

ン
開
発
部

長
︵
執
行
役
員
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部
Ｄ
Ｘ
イ
ノ

ベ

シ

ン
事
業
部
長
兼
ソ

リ


シ

ン
開
発
部
長
︶

後
藤
光
彦
▽
執
行
役
員
Ｒ
＆

Ｄ
統
括
部
長
︵
執
行
役
員
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部

長
兼
イ
ン
キ

ベ

シ

ン

事
業
部
長
︶
福
原
勝

　

退
任

相
談
役
︵
専
務

執
行
役
員
︶
小
石
川
信
昭

︿
役
員
退
任
は
３
月

日

付
﹀

　
同
ビ
ジ

ン
で
は

今
後

の
市
場
環
境
と
し
て

水
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
加
速
や
修

繕
・
更
新
ニ

ズ
の
拡
大
に

よ
る
良
好
な
受
注
環
境
の
継

続

人
口
減
少
や
地
方
公
共

団
体
職
員
数
減
少
を
背
景
と

し
た
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
等

の
官
民
連
携
の
加
速

地
方

公
共
団
体
が
全
体
最
適
を
考

え
る
上
で
の
計
画
策
定
関
連

業
務
の
増
加

｜
を
見
込

む


　
水
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
加

速
や
修
繕
・
更
新
ニ

ズ
の

拡
大
に
基
づ
く
ハ

ド
・
ソ

フ
ト
両
面
で
需
要
が
拡
大
す

る
見
通
し
で
あ
る
中

機
会

損
失
を
防
ぐ
た
め

人
員
確

保
・
生
産
性
向
上
・
外
部
連

携
を
含
む
供
給
能
力
の
確
保

が
必
要
と
す
る


　
こ
れ
に
対
す
る
重
点
施
策

の
全
体
像
と
し
て
﹁
事
業
戦

略
﹂﹁
事
業
戦
略
を
加
速
さ

せ
る
機
能
﹂﹁
コ

ポ
レ


ト
戦
略
﹂の
三
つ
を
掲
げ
る


　
う
ち
事
業
戦
略
で
は

上

下
水
道
や
流
域
水
イ
ン
フ
ラ

と
い

た
基
幹
事
業
の
磨
き

こ
み

海
外
事
業
の
選
択
と

集
中
を
基
本
方
針
と
す
る


　
同
戦
略
を
加
速
さ
せ
る
機

能
と
し
て
は

社
内
外
の
デ

ジ
タ
ル
化
推
進

研
究
開
発

・
新
規
事
業
開
発
の
体
制
強

化
を
基
本
方
針
と
す
る


　
コ

ポ
レ

ト
戦
略
で

は

グ
ル

プ
体
制
強
化


組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト


バ

ク
オ
フ

ス
の
Ｄ
Ｘ
強

化

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

経

営
の
推
進
を
基
本
方
針
と
す

る


　
特
に
﹁
グ
ル

プ
体
制
強

化
﹂
で
は

同
社
事
業
を
支

え
る
グ
ル

プ
体
制
強
化
の

た
め

新
た
な
地
域
会
社
・

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
設
立
や
戦
略
的
な

Ｍ
＆
Ａ
を
推
進
す
る
と
し
て

い
る


　
ま
た

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ


経
営
の
推
進
に
関
し
て

は

令
和

年
の
目
標
値
と

し
て
女
性
採
用
比
率

％


男
性
育
休
取
得
率

％
を
掲

げ
る


　
新
ビ
ジ

ン
期
間
中
の
内

部
投
資
額
と
戦
略
投
資
額
の

目
標
は
そ
れ
ぞ
れ

億
円


　
う
ち

内
部
投
資
で
は


人
的
資
本
へ
の
投
資

働
く

環
境
の
整
備

バ

ク
オ
フ


ス
の
Ｄ
Ｘ
強
化

研
究
開

発
・
新
規
事
業
開
発
に
努
め


エ
ン
ゲ

ジ
メ
ン
ト
の
向

上

総
生
産
時
間
︵
従
業
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
領
域
に

お
い
て
本
来
の
役
割
に
充
当

で
き
る
時
間
の
合
計
︶
の
拡

大

生
産
性
の
向
上

成
長

領
域
へ
の
事
業
拡
大
に
つ
な

げ
る
と
し
て
い
る


　
戦
略
投
資
で
は

基
幹
事

業
の
さ
ら
な
る
盤
石
化
と
市

場
機
会
を
と
ら
え
た
成
長
投

資
の
推
進

Ｍ
＆
Ａ

資
本

提
携

地
域
会
社
・
Ｓ
Ｐ
Ｃ

設
立
に
努
め

事
業
ポ

ト

フ

リ
オ
の
拡
大

外
部
リ

ソ

ス
の
獲
得
・
活
用
に
つ

な
げ
る
と
し
て
い
る



